
無線

公民館

非常時の情報伝達の手段を強化！

防災行政情報システムを整備
「警戒レベル4」で全員避難です！

防災情報の伝え方が5段階に
　今年６月、国は平成30年７月豪雨を教訓とし、水害、土砂災害への避難対策を強化するため、「避難勧
告等に関するガイドライン」を改定しました。台風や大雨などの発生時には、町から警戒レベルに合わ
せた避難情報を発令し、トランペット放送や町ホームページ、竜王安心ほっとメールなどで発信します。

　竜王町では、非常時に必要な情報を住民の皆さんに迅速に伝えるため、有線放送に変わる手段とし
てメールやアプリなどを統合した「竜王町防災行政情報システム」の整備を進めています。また、町か
らの情報だけでなく、各自治会からの放送（ページング放送）もできるよう整備を行います。整備のス
ケジュールなどについては、随時お知らせします。
〔整備期間〕令和元年８月下旬～令和２年度中（予定）

竜王町防災行政情報システムのイメージ図

情報収集をして危険度を把握しましょう
避難情報や災害状況については、トランペット放送、
町ホームページ、竜王安心ほっとメール、町広報車
などによりお知らせします。また、各自治会からも
連絡されます（連絡方法は各自治会によ
ります）。

日ごろの備えが重要です
自治会または町で指定されている避難
場所の確認や、防災に関する情報収
集の方法をあらかじめ確認しておきま
しょう。また、「非常持出袋」を用意し、
家庭の状況にあった持ち物を考え、必
要な物を入れてまとめておきましょう。

警戒レベル 避難情報 皆さんが取るべき行動

警戒レベル
５

竜王町が発令

災害発生情報
災害が実際に発生していること
を把握した場合に可能な範囲で
発令します。

・すでに災害が発生している状況
・命を守るための最善の行動を取る

警戒レベル
４

全員避難!

竜王町が発令

避難勧告
避難指示(緊急)

避難指示(緊急)は、状況に応じ
て緊急的にまたは重ねて避難を
促す場合に発令します。

・ 人的被害の発生する危険性が明らかに高まった状況
・速やかに避難する
・ 公的な避難場所までの移動が危険と思われる場合
は、近くの安全な場所や自宅内のより安全な場所に
避難する

警戒レベル
３
高齢者

などは避難!

竜王町が発令

避難準備・
高齢者等避難開始

・ 人的被害の発生する危険性が高まった状況
・ 避難に時間がかかる高齢者などの要配慮者や、その
支援者は避難を開始する
・ 通常の避難行動ができる人は、非常持出品の用意な
どの避難準備を行う

警戒レベル
２

〈気象庁が発表〉
洪水注意報・
大雨注意報など

・ 避難に備え、ハザードマップなどにより、自らの避
難行動を確認する

警戒レベル
１

〈気象庁が発表〉
早期注意情報 ・ 災害への心構えを高める

※気象庁が発表する防災気象情報は、住民が自主的に避難行動を取るために参考とする情報です。
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この機会に
「竜王安心ほっとメール」

をご登録ください

問生活安全課 消防防犯係（防災センター） 有 58-3703問生活安全課 消防防犯係（防災センター） 有 58-3703

Jアラート

親局（無線室）・基地局
竜王町防災センターに整備

屋外拡声子局
各自治会館・公園などに設置

戸別受信機（屋内放送）
各世帯・公共施設

要配慮者利用施設などに配付

町が運営する無線通信システム（デジタ
ル同報系防災無線）の操作などを行う機
器を防災センターに整備します。

無線（電波）が届きにくい場合は、
屋外アンテナを設置します。

防災情報やページング放送を
受信し放送が流れます

● ページング放送（自治会からのお知らせ）
● テレガイド（放送内容の確認）
●  町ホームページとの連携
● 緊急速報メール（携帯電話事業者提供）
●  登録制メール
「竜王安心ほっとメール」は継続して運用します。
●  スマートフォン用防災アプリ
防災・行政情報を配信するアプリを整備します。

電話
インターネット
回線など

無線

● 各自治会などに防災用
スピーカーを載せた約
15ｍの鋼管柱を設置
します。
● 制御ボックスに入って
いるマイクで防災用ス
ピーカーから放送する
こともできます。
● 蓄電池を備えているた
め停電時にも放送する
ことができます。

防災情報やページング放送を
受信し放送が流れます

公園など各自治会館など

防災情報の発信について多重化、一元管理します

整備にかかる工事や戸別受信機の配付、設置について、ご理解、ご協力をお願いします
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